
点字を読んでみよう！
てん・しを よん・て みよー六

テン ジ ヲ ヨン デ ミ ヨー ！

右の絵のような点字･･･いろいろなところ

で見かけますね。

エレベーター、電気洗濯機、郵便ポスト、
せ ん た く き ゆ う び ん

駅のてすりや切符を買うところ･･･それに、
き っ ぷ

缶ビール、木工用接着剤、ビンづめのジャ
かん せっ ち ゃ く ざい

ム、ソース、とうふの容器など、まだまだ
よ う き

ありますよ、さがしてみましょう！

そこには、何と書いてあるのでしょう？

点字を見つけたら読んでみましょう！

●点字の誕生
たんじょう

現在、世界中で使われている点字は、

フランスのルイ･ブライユ（1809年１月４日

～1852年１月６日）が､16歳のとき（1825年）
さ い

に考案しました。
こ う あ ん

2025年は、点字が考案されてから200年を迎えました。

ルイ・ブライユは、３歳の時、けががもとで目が見えなくなり、パリの訓盲院（盲学校）
く ん も う い ん

で学んでいました。そこでは、紙に普通の文字を浮き出させた本を、手でさわって読んで
ふ つ う う

勉強していました。しかし、この方法では、速く読むことも、自分自身で書くことも困難だ
こ ん な ん

ったのです。ブライユは、何とか、自分自身で自由に読んだり書いたりできる文字を作り、

すべての人々と意思を伝えあい、知識を求めたいと考えました。そして、ブライユの努力
い し ち し き も と ど り ょ く

によって、目が見えない人が自由に、速く、読んだり書いたりできる文字「点字」ができ

たのです。

日本では、1887年（明治20年）に、ローマ字式の

点字が、初めて使われました。

そのときの生徒の感激を目の当たりにした東京盲唖
かんげ き ま も う あ

学校の教頭・小西信八は、何とか日本語の点字を作り
こ に し の ぶ は ち

たいと考えました。そして、先生や生徒たちでいろいろ

な案を出し合ったのです。

その結果、1890年（明治23年）11月１日に教員・

石川倉次の案が日本の点字として採用されました。
いし か わ く ら じ

現在、日本の点字ができた11月１日を「日本点字
げん ざ い

制定記念日」としています。
せい て い

ルイ・ブライユ



「点字」は･･･
目が見えない人が指で読む文字です。それに対して、

私たちが目で読んでいる文字を「墨字」といいます。
す み じ

● 点字のしくみ

点字の単位を「マス」と言います。

一マスは、たて３点、横２点の６点でできています。

①②④の点で母音（あいうえお）を表します。
ぼ い ん

あ い う え お

① ①② ①④ ①②④ ②④

ア イ ウ エ オ （点字一マス６点の番号）

そして、残りの③⑤⑥の点を組み合わせて、子音を表します。
し い ん

カ行は、「あいうえお」に⑥の点を足してできています。

か き く け こ

カ キ ク ケ コ

残りの子音も同じようにできています。点字一覧表（最後のページ）を見てください。
いちらんひ ょ う

サ行 ⑤⑥の点 タ行 ③⑤の点 ナ行 ③の点

ハ行 ③⑥の点 マ行 ③⑤⑥の点 ラ行 ⑤の点

ヤ行と「ワ、ヲ、ン」は、ちょっと形が異なっています。
こ と

ヤ ユ ヨ ワ ヲ ン

ヤ ユ ヨ ワ ヲ ン

濁音、半濁音、拗音などは、二マスで表します。
だ く お ん は ん だ く お ん よ う お ん

濁音（にごる音）は、⑤の点を前に付けて表します。

・か ・き ・く ・け ・こ

ガ ギ グ ゲ ゴ

半濁音（ぱぴぷぺぽ）は、⑥の点を前に付けます。

大は 大ひ 大ふ 大へ 大ほ

パ ピ プ ペ ポ

拗音（「きゃ・きゅ・きょ」など小さい「ゃ・ゅ・ょ」が付いた文字）は、④の点を前

に付けますが、墨字の書き方とは異なりますので注意してください。

拗か 拗く 拗こ

キャ キュ キョ

最後のページにおもな点字を「点字一覧表」としてのせました。点字は、このほかにも、

六つの点だけで、日本語、英語、フランス語、中国語など世界中の国のことば、また、

数学、理科、楽譜など学校で学ぶ教科のほとんどの文字や符号を表すことができます。
が く ふ



● 点字の書き表し方のポイント

かなづかい

点字のかなづかいは「現代かなづかい」とほぼ同じです。ただし、次の２点は点字

独特のかなづかいになります。
ど く と く

(1) 助詞の「は、へ」は発音どおり「ワ、エ」と書きます。

ぼくは本屋へ行く。→ ボクワ空ホンヤエ空イク。

(2) カナで書いたときに「う」となる、のびる音は長音符（②⑤の点）を使って書きます。

算数（さんすう） → サンスー サンスー

東京（とうきょう） → トーキョー とー拗こー

おとうさん → オトーサン おとーさん

数 字

(1) 数字は数符（数）を前に付け、４けたまではひと続きに書きます。
す う ふ

万・億・兆などは、読みをカナで書きます。

５００ → 数５００ ２００９ → 数２００９

一万五千三百 → １マン空５３００ → 数１まん空数５３００

(2) 数字に続く「ことば」は続けて書きます。ア行・ラ行は、数字と同じ形なので、

「アイウエオ・ラリルレロ」のどれかの文字で始まる「ことば」が続くときは、第１

つなぎ符（③⑥の点）をはさんで、数字かカナかが分かるようにします。

１回 → 数１かい ５００人 → 数５００にん

５円 → ５エン → 数５＿えん

アルファベット

アルファベットは、外字符（外）を前に付け、大文字には大文字符（大）を付けます。
が い じ ふ

ａｂｃ → 外あｂｃ Ｂ１ → 外大ｂ数１

分かち書き

(1) 点字はすべてカナで表すので、ことばのまとまりごとに区切って、そこを一マスあけ

て書きます。

今日は朝からよく晴れている。

→ キョーワ空アサカラ空ヨク空ハレテ空イル。

(2) 人名の名字と名前の間は区切って書きます。

石川倉次 → イシカワ空クラジ

ルイ・ブライユ → ルイ空ブライユ

※ さらに、興味のある方は、全国視覚障害者情報提供施設協会の
き ょ う み

ホームページをごらんください。→ https://www.naiiv.net/zensijokyo/

点字考案200年記念事業 （2008年11月１日発行、2025年一部改正）

編集・発行 日本点字委員会

〒169-0075 東京都新宿区高田馬場4-11-14-102 桜雲会内

ホームページ http://www.braille.jp/



点字一覧表（凸面）（読む方）

五十音 濁音・半濁音

あ い う え お ・か ・き ・く ・け ・こ
ア イ ウ エ オ ガ ギ グ ゲ ゴ

か き く け こ ・さ ・し ・す ・せ ・そ
カ キ ク ケ コ ザ ジ ズ ゼ ゾ

さ し す せ そ ・た ・ち ・つ ・て ・と
サ シ ス セ ソ ダ ヂ ヅ デ ド

た ち つ て と ・は ・ひ ・ふ ・へ ・ほ
タ チ ツ テ ト バ ビ ブ ベ ボ

な に ぬ ね の 大は 大ひ 大ふ 大へ 大ほ
ナ ニ ヌ ネ ノ パ ピ プ ペ ポ

は ひ ふ へ ほ
ハ ヒ フ ヘ ホ 拗音など

ま み む め も ￥か ￥く ￥こ ぎか ぎく ぎこ
マ ミ ム メ モ キャ キュ キョ ギャ ギュ ギョ

や ゆ よ ￥さ ￥す ￥そ ぎさ ぎす ぎそ
ヤ ユ ヨ シャ シュ ショ ジャ ジュ ジョ

ら り る れ ろ ￥た ￥つ ￥と ぎた ぎつ ぎと
ラ リ ル レ ロ チャ チュ チョ ヂャ ヂュ ヂョ

わ を ￥な ￥ぬ ￥の
ワ ヲ ニャ ニュ ニョ

ん ッ ー ￥は ￥ふ ￥ほ ぎは ぎふ ぎほ
ン ッ ー ヒャ ヒュ ヒョ ビャ ビュ ビョ

￥ま ￥む ￥も ぴは ぴふ ぴほ
ミャ ミュ ミョ ピャ ピュ ピョ

￥ら ￥る ￥ろ
数 字 リャ リュ リョ

数１ 数２ 数３ 数４ 数５ 数６ 数７ 数８ 数９ 数０ 数１０ 数１２３
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ １０ １２３

アルファベット おもな符号

あ Ｂ Ｃ る ら え れ り お ろ 。 、 ？ ！
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ 。 、 ？ ！

な に ぬ つ た ね て ち の と ～～～ 七～七
ｋ ｌ ｍ ｎ ｏ ｐ ｑ ｒ ｓ ｔ 「 」 （ ）

は ひ そ ふ む ま 、 大 ーー っっっ ～
ｕ ｖ ｗ ｘ ｙ ｚ 外字符 大文字符 棒線 点線 第１つなぎ符


